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2020年度日本鉱物科学会賞第25回受賞者 
 
受賞者：辻森 樹 会員（東北大学東北アジア研究センター） 
受賞題目：プレート境界岩総合解析によるオロゲン地質記録と変成プロセスの研究 
 

 
授賞理由 
 辻森樹会員は，岩石学・鉱物学・地球化学・地球年代学を組み合わせた総合的な研究手法を駆使して，プレ
ート境界岩からオロゲンの地質記録及び変成プロセスの研究に関して国際的な成果を上げてきた。辻森氏は大
学院生及びキャリア初期の頃から，マクロからミクロスケールの極めて詳細な記載を主とした観察事実に膨大
な文献学的知識を加えるスタイルで成果を残してきた。例えば、変成岩岩石学の熱力学的相平衡モデリングで
広く用いられているオンファス輝石の固溶体モデルは，氏が報告した組成ギャップで低温側が最適化されてい
る。2000年代，辻森氏は天然のローソン石エクロジャイトの研究を開始し，自前のデータと文献学的知識から
その重要性を世界に示した。当時，地球物理学から推定された非常に低い地温勾配の環境を天然物質から直接
解析できるという提案はプレート境界の研究に大きなインパクトを与えている。さらに，同氏は前弧蛇紋岩に
伴うひすい輝石岩の研究を展開し，P型とR型の２つの区分を提唱し広く普及している。ひすい輝石岩が，沈
み込み流体を解析するための強力な研究対象になることを世界に示した。日本鉱物科学会がひすいを国石に選

定したが，同氏の研究はその選定ならびにその後の特集号などでもとりあげており，本学会に大きく貢献している。同氏は，高圧変成
岩の研究だけでなく，プレート境界の地殻成長の問題に取り組んでいる。 
以上のように，辻森会員は鉱物科学の手法を駆使，発展することによって，プレート境界岩からオロゲンの地質記録及び変成プロセ
スの研究に関して世界の研究をリードし，国際的に高く評価される成果を挙げてきた。日本鉱物科学会ではこれらの成果を認め，辻森
会員に2020年度日本鉱物科学会賞を授与するものである。 
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辻森 樹 会員の略歴 
1999年  3月 金沢大学大学院自然科学研究科 (博士課程) 物質科学専攻 修了 
1999年 4月 日本学術振興会特別研究員 (金沢大学) 
2000年 4月 岡山理科大学自然科学研究所・ポスドク研究員 
2001年 4月 日本学術振興会特別研究員 (岡山理科大学、スタンフォード大学) 
2002年 7月 スタンフォード大学 地球科学部・客員研究員 
2004年 4月 日本学術振興会海外特別研究員 (スタンフォード大学) 
2006年 4月 金沢大学 ベンチャービジネスラボラトリー・講師 
2006年12月 岡山大学 地球物質科学研究センター・助教 
2007年 1月 アメリカ自然史博物館・リサーチアソシエイト 
2009年 1月 岡山大学 地球物質科学研究センター・准教授 
2013年10月 アメリカ鉱物学会・フェロー 
2014年 4年 アメリカ地質学会・フェロー 
2015年 9月 東北大学東北アジア研究センター（兼務 大学院理学研究科地学専攻）・教授 
2021年 9月 現在に至る 


